
   

 読み終えてすぐさま読み直した一冊を紹介したい。 

人の不幸を予言する占い本、数々の未解決事件とオカルトかミ

ステリーかと判別しがたい題材を扱った著者得意の連作短編集

である。ミステリーであるからには、必要以上のネタバレは書け

ない。全編に漂う悪意が沈殿した薄暗い雰囲気は人を選ぶだろ

うが、この著者の本はまず映像にはならないだろう、文字だから

こそ思わず「巧いなぁ」と、うなる仕掛けが随所にあって飽きさせ

ない。 
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♪ありがとうございました!!  

次号のランナーは中山町子ども会育成会会長 須貝 敦さんです♪ 

 

 

 ｢共犯マジック｣ 

  北森 鴻/著 

    【913.6/ｷ】 

     『共犯マジック』 

       北森 鴻/著   徳間書店 

今月のランナーは中山町役場  

住民税務課 池田 麻美さんです!! 

 開館時間 

10:00～19：00 
 7月の休館日 

3・10・18・24・31日 
 お話し会は 

15日（土）11:00～ 

夕涼み 浴衣で図書館 

日時 ： 2017年7月30日 （日曜日）  

場所 ： 中山町立図書館ほんわ館 絵本コーナー 

   怖い、でも聞きたい･･･そんなあなたをお待ち 

   しています。 

ブックカフェ： 冷たい飲み物を用意しています。 

         ごゆっくりおくつろぎください。 
  

  

 浴衣の着付けの 

お手伝いをします!! 

 17：00～18：30 

   多目的室  

浴衣や小物は持参 

してください。 

今年もやります!!『ほんわ館からの挑戦状』 

悪意は誰しもが奥底に携えているのか、些末なことを切っ掛けに灯るのか。 

大きな賞をとった作家ではないこともあり亡くなって数年、めっきり本屋でみなくなった。 

折角の機会、はじめて出会う作家の本に触れてはいかがだろうか。 

今年もこの季節がやってきました･･･ 
 

♪町内外の小学生対象♪ 

お楽しみに!! 



新しく入った本 

『別府倫太郎』 

別府 倫太郎/ 著  文藝春秋   【914.6 / へ 】   

小学校で「学校に行かない」という選択。自ら作ったイン

ターネット上の新聞などで発表した文章をまとめた。 ここに掲載されている本は一部です 

『ねぇ、しってる?』  

 川島 えつこ / 著       ポプラ社  【913 / カ】  

『花火とおはじき』 

かさい しんぺい / 作 

いせ ひでこ / 絵     

 福音館書店   【E / イ 】 

『いっさいはん』 

 ザメディアジョンプレス       【385.4 / オ 】  

「ねぇ、しってる? ぼくおにいちゃん

になるんだよ」 

おにいちゃんになるその日を楽しみ

にしていた男の子。でも、弟がやっ

てくると･･･。 

みんなだれかのだいじっこ。 

『おしゃれに簡単 DIYウエディングアイテムBOOK』 

minchi(みんち) / さく・え  岩崎書店   【599  / ミ 】    

そうそう、”1歳半てこんなもの” ”1歳半てこんな感じ” 

タイトル通り、1歳半くらいの子どもの行動が描かれています。 

1歳半ならこれができなくちゃ、などという育児書ではありません。 

育児が楽しくなる1歳半の観察図鑑。かつての1歳半も、かつて1歳半と

暮らしたかたも、絵本として読めるおもしろい本です。 

 

DIYのアイディアから花嫁の手紙の書き方・

読み方まで、結婚式のおしゃれな 

”ペーパーアイテム”がいっぱい。 

 
『知って楽しい 花火のえほん』 

 冴木 一馬 / 作      あすなろ書房  【575 / サ】  

花火の本を2冊ご案内します 

今年の夏は花火の見かたが変わるかも!? 

著者は山形県出身のかたです。 

今月の 

おすすめコーナー 怪談･怖い話 
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『浮世絵でみる!  

お化け図鑑』  
中右 瑛 / 監修     

 パイインターナショナル    

【721.8 / ウ 】 

★いま、お化け浮世絵が面

白い 

 

『怪談5分間の恐怖  

集合写真』  

中村 まさみ / 著     

金の星社    

【913 / ナ 】 

★怪しい話、不思議な話、

悲しい話･･･35の怪異談 

 

『妖怪百貨店 別館』  

村上 健司 / 文     

毎日新聞社    

【388.1 / ム 】 

★新聞で連載された百体の

妖怪たち 

 

『地獄の本』  

洋泉社    

【181.4 / シ 】 

★犯した罪に応じて堕

ちる地獄の罪苦のす

べて 

「怖いものみたさ」という

言葉があります。恐ろしい

ものや危険なものは、避け

たい反面、強烈な好奇心が

沸くものです。 

『新 怖い絵』  

『怖い浮世絵』  

中野 京子 / 著     

KADOKAWA    

【723 / ナ 】 

★背景を知ることで、作品の

はらむ怖さが見えてきます 

 

日野原 健司  ほか / 著     

青幻舎  

【721.8 / コ 】 

★怖いもの見たさ、江戸時代

の人びとも怖いものへの好奇

心は旺盛 


